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いすみ市（H31.3.31現在）

人 口：38,062人
年少人口： 3,457人（9.1％）

年間出生：約200人弱

高齢化率： 39.8％

公立長生病院
（常勤医1名）

いすみ医療センター
（常勤医0名）

旭中央病院

千葉県こども病院

亀田総合病院 （常勤医3名）

外房こどもクリニック‐いすみ市
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オンライン診療の実際

2016.12.8放送．NHK総合 首都圏ネットワーク
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小児科における
オンライン診療適応例
（外房こどもクリニック通院患者）



１．【患児】1歳.女児.喘息．（NHKテレビ取材の方）

 喘息としては軽症から中等症持続型。長期管理が必要な状態である。
 アドヒアランス不良で、定期的に通院せず、投薬も不規則になっており、増
悪して発作が起きると病院の救急外来に駆け込むことを繰り返していた。

 兄と双子の同胞があり、母親は仕事と家事に毎日奔走。
 自宅は当院から10km程度の距離。当院への通院待ち時間も含めと1-2
時間かかる。他の子どもの世話や自分の仕事があり、クリニックへの通院は
定期的に行えていなかった。

 喘息は長期管理を確立すれば、時間外外来の受診はなくすことができるこ
とを話す。状態の安定後、オンライン診療を勧めた。

 オンライン診療の受け入れは良好、その後は長期管理を持続でき、安定し
た経過が続いている。
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家庭の要因でのアドヘレンス不良 通院困難



２．【患児】6歳.喘息.アレルギー性鼻炎.アトピー性皮膚炎.
食物アレルギー.

 多彩なアレルギー素因。
 ご実家が当院近隣、現住所は二県をまたいだ先。
 近隣には小児科専門医がいないこと、小児科の外来を開設している地域
病院までは1時間くらいかかり、そこでは食物アレルギーの診療、負荷試験
などはできない。

 当院で精査加療、外来での負荷試験なども施行、状態はほぼ安定し、方
針もほぼ確定。

 対面の通院は帰省ごとの2-3か月ごととして、他は月一回オンライン診療と
した。

 皮疹の具合はPC上の画面で確認でき、他の症状は問診で確認するので、
診療の質を下げることなく治療を継続できている。

6
近隣に専門医がいない



３．【患児】12歳.男児.神経発達症.（ADHD）

 治療開始から一定期間が経過して、状態は安定
 学童であり、通院のための欠席は避けたい。
 対面診療とオンライン診療を隔月で継続。
 家庭での様子を見ることもできる。
 本人にとって、家庭で受診できることが精神的な負担を和らげてくれる様子
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安定した状態、問診と視診で診療可能
児と家族の希望



 当院には10年来通院を継続。
 便秘、反復性気管支炎、嚥下障害などにより医療の継続が必要。
 全介助であり、通院には保護者と介助者が付き添う。
 オンライン診療を提案し、当初、保護者がスマートフォンやPCの操作に不
慣れでオンライン診療へのアクセスがうまくいかなかったが、介助者の助力で
アクセス可能となる。

 一度オンライン診療でうまくいくと、その後は隔月で継続。
 通院負担が軽減され、大変感謝された。
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通院困難
安定した状態、問診と視診で診療可能
通院の負担軽減

４．【患児】18歳.重度心身障害.
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オンライン診療を医師が適応と
判断して導入した場合
診療の流れはどうなるか？
（想定例 1～3）



オンライン診療導入‐想定例１
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オンライン診療導入‐想定例2
• Bさん 40歳 重度心身障害
• 肺炎 便秘 反復性尿路感染症
• 日常生活・外出に介護を要する
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オンライン診療導入‐想定例３
• Cさん 75歳 生活習慣病管理 外来・オンラインで通院

• 悪性疾患発症、入院して手術、治療。その後在宅・外来・オンラインで通
院
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オンライン診療の適応は疾患別ではなく、その時の患
者さんの状態による。

適応を判断するのは医師である
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外房こどもクリニック院内データ

外房こどもクリニックのオンライン診療患者数と分布

外房こどもクリニッ
ク

東京都 港区 8
渋谷区 19

神奈川県 川崎市 1
埼玉県 草加市栄町 24
茨城県 水戸市 5

千葉県

千葉市中央区 6
千葉市緑区 1
船橋市 24
館山市 14
茂原市 77
東金市 10
習志野市 9
勝浦市 18
鴨川市 98
鎌ｹ谷市 1
印西市 1
君津市 5
南房総市 25
いすみ市 65
大網白里市 1
印旛郡栄町 6
山武郡九十九里町 2
長生郡一宮町 88
長生郡睦沢町 24
長生郡長生村 65
長生郡白子町 18
長生郡長南町 1
夷隅郡大多喜町 12
夷隅郡御宿町 6

兵庫県 淡路市 2

2019年10月31日現在 636名
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2018年10月31日現在

（重複あり）

病 名 人数
アレルギー性鼻炎 80
気管支喘息 41
アトピー性皮膚炎 21
食物アレルギー 2
蕁麻疹 1
注意欠如・多動症 21
自閉スペクトラム症 22
気分障害 11
便秘症 4
嚥下障害 6
てんかん 3
夜尿症 3
反復性発熱 2
月経困難症 1
鉄欠乏性貧血 3
夜泣き 3
検査結果、急性期フォロー 2

計 226
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オンライン診療の患者内訳
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オンライン診療は入院・外来・在宅に続く第四の診療形態である

外来診療とは得られる情報の質が異なる

問題提起 オンライン診療は外来診療の補完・代替か
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新しい診療形
態
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日本オンライン診療研究会の活動

全国研究会 医師へのアンケート調査

このアンケート結果を
各方面の論議に提供してきた



https://www.medwatch.jp/?p=26915

健保連調査による算定実績

 対象疾患

 その他の主な要件

• 特定疾患療養管理料 • 小児科療養指導料 • てんかん指導料

• 難病外来指導管理料 • 糖尿病透析予防指導管理料 • 地域包括診療料

• 認知症地域包括診療料 • 生活習慣病管理料 • 在宅時医学総合管理料

• 精神科在宅患者支援管理料

初診から6ヶ月以上連続（または1年以内に6回以上）で同一医師の対面診察を受けた場合、緊急時に概ね30分
以内に夜間、休日問わず対面診療ができること
1ヶ月に1回、連続2ヶ月まで（最低でも3ヶ月に1回の対面診療）

「オンライン診療料」「オンライン医学管理料」
2018年4月、オンライン診療を保険診療で実施する要件が定められた

2018年9月からの4か月間（約2100万件のレセプト）、

オンライン診療料の算定は39件 オンライン医学管理料の算定は21件
2019.6.12 健保連調査

保険診療における現状と問題点
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 現在、オンライン診療は、診療報酬の設定内ではほとん

ど利用されていない。

保険診療の問題点のまとめ

 現状では、日常診療で利用されることは困難である。

 保険診療の枠内で普及させるためには、現行の診療報酬

（オンライン診療料）における疾患制限の撤廃が必要。
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オンライン診療の普及

 医師と患者の同意のもと、適宜オン

ライン診療を導入することにより、

患者志向の医療が展開される。

専門医への
アクセスが困難

子育てに忙しい

仕事を休めない

普段と変わらな
いので病院に行
くのがおっくう

になる

全介助 外出困
難

嫌がって外へ
連れ出せない

患者との信頼関
係は確立

問診と視診で診
察可能

時に家庭での様
子を見てみたい

１カ月に１回は
診療しておきた

い

家庭での血圧な
ど、病院と異な
るかどうか。

日常生活の中で
診療する。（精
神症状など）

 生活習慣病のアドヒアランス改善は医療費の総額

を押し下げる。

 保険診療の内容の充実（オンライン診療の組み入

れ）が悪用事例への牽制になる。

救急外来 災害医療
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